
　
高
齢
の
親
が
施
設
に

入
る
た
め
空
き
家
に
な

る
、
独
居
の
親
の
他
界

に
よ
り
住
む
人
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

な
ど
い
わ
ゆ
る
「
実
家
」

の
不
動
産
を
ど
う
す
る

の
か
…
と
い
う
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
高
度
成
長
期
だ
っ

た
昭
和

40年
代
を
中
心

に
夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を

手
に
し
た
世
代
が
高
齢

に
な
り
、
こ
の
よ
う
な

問
題
が
現
実
と
な
っ
て

き
た
。
古
く
か
ら
宅
地

開
発
さ
れ
た
地
域
に

は
、
手
入
れ
も
さ
れ
ず

荒
れ
果
て
た
住
宅
も
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
残
さ
れ
た

子
供
世
代
に
と
っ
て
は

既
に
生
活
も
資
産
も
親

か
ら
独
立
し
成
り
立
っ

て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え

る
と
、
主
人
不
在
の
実

家
を
ど
う
に
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち

ろ
ん
相
続
放
棄
も
可
能

だ
が
、
多
く
の
場
合
は

そ
の
資
産
を
相
続
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し

実
際
に
そ
の
実
家
が
本

当
に
必
要
な
の
か
ど
う

か
。
残
さ
れ
た
家
族
の

悩
み
は
大
き
い
。

空
き
家
の
リ
ス
ク

　
実
際
に
そ
の
実
家
に

住
む
こ
と
に
な
れ
ば
問

題
は
な
い
の
だ
が
、
現

状
そ
う
で
は
な
い
ケ
ー

ス
は
多
い
だ
ろ
う
。
自

分
た
ち
の
生
活
が
確
立

さ
れ
、
こ
の
問
題
が
後

回
し
に
な
っ
て
く
る
と

決
断
出
来
ず
に
時
間
ば

か
り
が
過
ぎ
て
い
く
。

す
る
と
様
々
な
問
題
も

起
こ
っ
て
く
る
。
仮
に

放
置
し
空
き
家
に
し
て

お
く
と
、
人
の
出
入
り

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

リ
ス
ク
が
あ
る
。
人
気

が
無
く
管
理
が
不
十
分

だ
と
誰
で
も
容
易
に
侵

入
で
き
た
り
、
放
火
な

ど
の
リ
ス
ク
も
出
て
く

る
。
万
が
一
、
放
火
さ
れ

た
り
す
る
と
、
建
物
の

消
失
だ
け
で
な
く
、
空

き
家
管
理
の
重
過
失
に

よ
る
損
害
賠
償
責
任
な

ど
を
負
う
こ
と
に
も
な

っ
て
く
る
。
ま
た
木
造

住
宅
は
、
人
が
住
ま
な

く
な
り
定
期
的
な
換
気

な
ど
が
行
わ
れ
な
く
な

る
と
、
建
物
の
劣
化
が

進
み
老
朽
化
を
早
め

る
。
古
い
耐
震
基
準
の

改
正
前
に
建
て
ら
れ
た

建
物
は
耐
震
性
が
大
き

く
不
足
し
て
お
り
台
風

や
地
震
、
積
雪
な
ど
に

よ
る
倒
壊
の
危
険
が
高

ま
る
。
所
有
し
て
い
る

空
き
家
が
倒
壊
す
れ

ば
、
こ
れ
も
ま
た
近
隣

に
対
し
損
害
賠
償
に
発

展
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問

題
が
あ
る
に
し
て
も
、

先
の
こ
と
を
決
め
ら
れ

ず
空
き
家
の
ま
ま
所
有

し
続
け
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
が
現
状
の
よ
う

だ
。
現
在
日
本
の
居
住

世
帯

5
3
6
6万

戸

中
、
空
き
家
の
占
め
る

割
合
は

8
7
6万

戸
で

14％
に
の
ぼ
る
。
こ
れ

は
年
々
増
え
続
け
、
最

新
の
調
査
に
お
い
て
過

去
最
高
の
数
字
に
な
り

千
葉
県
も

12・

6％
と

な
っ
て
い
る
。
国
も
こ

の
空
き
家
問
題
に
取
り

組
ん
で
お
り
、

2
0
1

5年
に
「
空
家
等
対
策

特
別
措
置
法
」
が
施
行

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

行
政
か
ら
空
き
家
の
修

繕
、
撤
去
な
ど
の
指
導

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
所
有
者
が
こ
れ
に

応
じ
な
か
っ
た
り
、
改

善
さ
れ
な
い
と
勧
告
が

出
さ
れ
る
。
こ
う
な
る

と
「
固
定
資
産
税
の
住

宅
用
地
特
例
措
置
」
の

優
遇
が
受
け
ら
れ
ず
、

大
幅
に
増
税
さ
れ
た
固

定
資
産
税
を
払
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
。子
供
世
帯
の
悩
み

　

主
を
失
っ
て
も
そ
の

空
き
家
は
子
供
世
帯
に

と
っ
て
は
尊
い
も
の
で

あ
り
、
多
く
の
思
い
出

が
詰
ま
っ
た
実
家
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
は
な

い
。
し
か
し
時
代
は
核

家
族
が
進
み
、
子
供
世

帯
に
と
っ
て
こ
の
よ
う

な
問
題
は
避
け
て
は
通

れ
な
い
。
思
い
の
詰
ま

っ
た
実
家
で
新
た
な
暮

ら
し
を
始
め
る
、
古
い

建
物
を
修
繕
・
改
築
し

て
賃
貸
に
出
し
家
賃
収

入
を
得
る
、
資
産
価
値

が
低
下
す
る
前
に
売
却

す
る
、
選
択
肢
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
維
持
管

理
費
の
負
担
や
前
記
の

よ
う
な
様
々
な
問
題
を

考
慮
す
る
と
、
売
却
に

よ
り
処
分
す
る
ケ
ー
ス

が
最
も
多
い
よ
う
だ
。

　
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

実
家
で
は
あ
っ
て
も
現

状
の
生
活
に
お
い
て
は

足
枷
で
し
か
な
い
実

家
。
売
却
に
よ
り
そ
の

空
き
家
を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
有
効
活
用
で

き
れ
ば
、
そ
の
地
域
の

活
性
化
に
も
繋
が
る
。

昨
今
の
空
き
家
問
題
、

国
に
よ
る
措
置
は
あ
っ

て
も
最
後
に
決
断
す
る

の
は
次
の
時
代
と
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
子
供
世
帯
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　昨年11月、稲毛区小仲台6丁目にオ

ープンしたCafe＆Bar COMPASS。

ＪＲ稲毛駅からは大通りをスーパー

マルエツの方面へ歩くこと約5分、木

製の小さなかわいいドアとウェルカ

ムボードがお出迎えしてくれる。

ご近所さんや子ども連れの親御さん、

会社員、ご高齢者など客層は幅広く、

週末は21時まで営業しているので仕

事帰りにお酒を飲みに来る方も多い

という。ナチュラルテイストの店内は

カウンター6席という隠れ家のような

落ち着く空間、そしてスタッフと客と

心の距離が縮まるカウンター、なんだ

か自然と話が弾む。

　取材に訪れたこの日の夕方、近所に

住む70代の男性客が、3杯目のお酒を

楽しみながら「話しやすい雰囲気がと

ても気に入っている」と笑顔で話して

くれた。それもそのはず、店のコンセ

プトは「のむ、はなす、つながる」。

話せる場所という魅力がリピーター

を増やしているのだろう。

「スタッフやお客さん同士がつなが

り、新たなご縁が生まれる地域のゆる

いコミュニティーになっています」。

そう語るのは店主を務める石橋阿佑

美さん。石橋さんはファイナンシャル

プランナー、フォトグラファー、企業

コンサルを手掛けるなど、さまざまな

顔を持つ。もう一人のスタッフは、就

業支援、起業支援、キャリア教育を得

意とする武田千秋さん。キャリア相談

会やワークショップ子育て講座な

ど、店でも積極的にイベントを開催し

ている。もともと事務所だったこの場

所を貸してもらえることになった二

人は「昼から飲める店にして気軽に人

生や仕事の相談ができたら」と考えた

そう。それぞれ自身の仕事を続けなが

ら協力し合って店を切り盛りしてい

るのだとか。

　店の自慢のひとつがメニューへの

こだわり。珈琲豆の仕入れもこれまで

のご縁を大切にしながら自分たちが

本当においしいと思うものだけを提

供する、まるでセレクトショップのよ

う。特に珈琲は好きな方も苦手な方も

楽しめるように飲みやすく軽やかな

珈琲を中心にセレクト。こだわりの珈

琲を一杯ずつ丁寧に淹れてくれる。

　珈琲抽出の世界大会で、アジア人初

の世界チャンピオンに輝いたバリス

タ、船橋「Philocoffea」の粕谷哲氏が

選び抜いた珈琲をはじめ、店のブレン

ドは3種類（550円～660円）。アルコー

ルは千葉のクラフトビールや日本酒、

石橋さんの故郷である群馬のお酒。味

はもちろんのこと、話のきっかけにな

ることも大切にしながら選んでいる。

ランチプレートやデザート、おつまみ

も提供しているので、食事をしたり、

ティータイムを楽しんだり、昼から呑

んだり、呑んだ後の珈琲など訪れる人

の目的はそれぞれ。一息入れたいと

き、誰かと話したいときや真っすぐ家

に帰りたくないとき、寄り道したくな

るお店だ。

Cafe＆Bar COMPASS

◇所在地

千葉市稲毛区小仲

台6-15-9

◇営業時間

月～木曜 11～ 17時

金・土曜11～21時

◇定休日

日曜＋不定休

※支払いはキャッ

シュレスのみ

（左・店主の石橋さん　右・武田さん）

◎手話サークルメンバー募集

手話サークルトミーズは初心者やお

子様連れなど、どなたでも歓迎してい

ます。事前にお問い合わせなく直接サ

ークルに遊びに来ていただいてもＯ

Ｋです。また、新たな試みとしてサー

クル活動をオンラインで繋ぎ、遠方の

方でも一緒に楽しく手話を学ぶ取り

組みも予定しています。手話にご興味

がある方は是非ご参加ください。

▼活動日時：毎月第1・第3土曜日14時

～16時▼場所：千葉市桜木公民館（千

葉市若葉区桜木3-17-29）▼会費：無料

▼連絡先：手話サークルトミーズ代表

・小林090-9156-2262

◎千葉県立美術館

山下麻衣＋小林直人―もし太陽に

名前がなかったら？
山下麻衣＋小林直人（以下、山下＋小林）

は、映像作品やインスタレーションによ

って国内外の芸術祭や展覧会で活躍す

る、千葉県出身のアート・ユニットです。

山下＋小林の作品に一貫して見られる

のが、自然や社会の様々な現象につい

て、自らの行為を媒介として捉え直そう

とする制作態度です。本展は山下＋小林

の初期作から近作に、今回特別に制作を

委託した新作、未発表作を含めたビデ

オ、インスタレーション、絵画など57点

の作品で構成される、国内では過去最大

規模の個展です。

会期▼2023年1月25日 (水)～３月21日

(火・祝)▼開館時間：9時00分～16時30

分（入場は16時まで）※休館日：月曜日、

２月28日(火)▼入場料：第４期コレクシ

ョン展「名品４－旧制千葉中学から広が

る堀江正章の系譜－」共通券：一般300

円(240円)/高・大生150円(120円）※( )

内は20名以上の団体料金※中学生以下・

65歳以上・障害者手帳をお持ちの方と介

護者1名は無料▼会場：千葉県立美術館

第３・８展示室（千葉市中央区中央港1

丁目10番1号）▼問合せ：℡043-242-8311

◎千葉市美術館
新収蔵作品展―江戸絵画を中心に

▼会期：現在開催中～2023年2月26日

(日)※休館日2月6日(月)▼観覧料：一般

500円(400円)/大学生400円(320円)/小

～高校生無料※ (　)内は前売券および

市内在住65歳以上の料金※障害者手帳

をお持ちの方と介護者1名は無料※「没

後200年亜欧堂田善展」観覧の方は無料

※本展チケットで5階常設展示室「千葉

市美術館コレクション選」観覧可▼主

催：千葉市美術館▼場所：千葉市中央区

中央3-10-8▼問合せ：℡043-221-2311

◎ギャラリー古島

①民の手仕事・くらし展
生活の中で愉しめるユーラシアの諸国

民芸品。その国その土地で培われた手仕

事の品々を賑やかに集めてみました。民

藝の手の温もり、祈る心、遊び心を感じ

てみませんか？　とっておきの稀少キリ

ム、ラグ、テキイスタイル、陶器、衣類

雑貨など、楽しさ満載でお届けいたしま

す。

▼会期：2023年2月3日 (金)～2月13日

(月)※2月9日(木)休廊

②水村喜一郎個展

―デッサン・竹紙絵を添えて―
▼会期：2023年2月24日 (金)～3月6日

(月)※3月2日(木)休廊

▼場所：千葉市中央区春日2-25-11古島

籐家具店2階(ＪＲ西千葉駅西友側徒歩1

分）℡043-243-3313

◎千葉みなとから

高速ジェット船の旅
千葉みなと旅客桟橋（ケーズハーバー）

から出港、伊豆大島へ向かうツアーが催

行されます▼日程：2023年3月17日(金)・

18日(土)▼内容：日帰りツアー、1泊2食

のツアーをご用意いたします。第67回伊

豆大島・椿まつりなどが楽しめます▼問

い合わせ：名鉄観光サービス株式会社

千葉支店 ℡043-225-3731

※市民ガイド掲載内容は2023年1月末

時点の情報です。お出かけの際は事前

にご確認をお願いいたします。

稲毛区小仲台 6丁目に新たなコミュニティー誕生

Cafe＆Bar COMPASSのむ、はなす、つながる

　
あ
る
情
報
誌
で
「
女
性

の
お
ひ
と
り
様
チ
ャ
レ

ン
ジ
レ
ベ
ル
」
な
る
も
の

を
見
つ
け
た
。
女
性
ひ
と

り
で
行
き
づ
ら
い
場
所

を
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も

の
だ
。
レ
ベ
ル
１
、
つ
ま

り
お
ひ
と
り
様
初
心
者

は
「
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

・
カ
フ
ェ
・
喫
茶
」
だ
と

い
う
。
私
は
余
裕
で
ク
リ

ア
。
し
か
し
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
は
テ
ー
ブ
ル
席
を
１

人
で
占
領
し
て
申
し
訳

な
い
気
持
ち
に
な
る
の

で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
の
あ

る
店
に
行
く
か
、
混
雑
時

を
外
し
て
い
る
。

レ
ベ
ル
２
は
「
フ
ァ
ミ

レ
ス
・
チ
ェ
ー
ン
系
定
食

屋
」
。
こ
れ
も
問
題
な
く

入
れ
る
。
レ
ベ
ル
３
は

「
映
画
館
、
美
術
館
、
水

族
館
」
。
特
に
映
画
は
誰

に
も
邪
魔
さ
れ
た
く
な

い
の
で
ひ
と
り
で
観
た

い
派
だ
。
連
れ
の
存
在
を

気
に
せ
ず
思
い
っ
き
り

泣
け
る
か
ら
。
美
術
館
な

ど
は
黙
っ
て
眺
め
る
な

ら
ひ
と
り
で
十
分
。
中
級

編
の
レ
ベ
ル
４
は
「
ラ
ー

メ
ン
・
牛
丼
・
回
転
寿

司
」
。
男
性
客
が
多
い
の

で
入
り
づ
ら
い
店
だ
か

ら
納
得
。
レ
ベ
ル
５
、
お

ひ
と
り
様
の
最
上
級
難

関
場
所
が
「
カ
ラ
オ
ケ
、

ラ
イ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
」
だ
と
い
う
。
私
は
全

く
平
気
な
の
で
、
こ
の
１

位
は
意
外
だ
っ
た
。

ひ
と
り
の
時
間
を
楽

し
め
る
の
は
大
人
の
女

性
の
魅
力
だ
と
思
え
て

昔
か
ら
憧
れ
が
あ
っ
た
。

温
泉
旅
行
も
考
え
た
こ

と
が
あ
る
が
、
宿
泊
先
で

夜
ひ
と
り
な
ん
て
怖
が

り
の
私
は
き
っ
と
眠
れ

な
い
だ
ろ
う
。
（
真
）

空き家になっている危険な状態の建物

帰
省
す
る
場
所
が
な
く
な
る
…

決
断
迫
ら
れ
る
子
供
世
代
の
悩
み

主を失った空き家急増！思いの詰まった実家をどうする？

　
今
年
か
ら
始
ま
る
野

球
の
独
立
リ
ー
グ
「
ベ

イ
サ
イ
ド
リ
ー
グ
」
に

参
戦
す
る
千
葉
県
民
球

団
が
１
月

14日
に
船
橋

市
内
で
設
立
記
者
会
見

を
行
い
、
チ
ー
ム
名
を

「
千
葉
ス
カ
イ
セ
イ
ラ

ー
ズ
」
と
発
表
し
た
。
応

募
総
数
８
４
３
通
か
ら

決
定
し
た
チ
ー
ム
名

は
、
港
町
で
も
あ
る
船

橋
か
ら
船
を
こ
ぎ
出
す

と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
た
。
球
団
代
表
と
監

督
を
務
め
る
元
千
葉
ロ

ッ
テ
の
早
坂
圭
介
氏
は

「
こ
の
千
葉
県
と
い
う

思
い
出
の
あ
る
地
で
、

野
球
に
携
わ
れ
る
こ
と

に
生
き
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。
ま

た
選
手
兼
任
投
手
コ
ー

チ
に
前
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
秋
吉
亮
投
手
の

就
任
も
発
表
さ
れ
た
。

　
働
き
盛
り
の

40代
か
ら
定
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
年
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
子
供
の
頃
を
過
ご
し
た
「
実

家
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
大
人
に
な
り
家

庭
を
持
っ
た
今
で
も
当
然
の
よ
う
に
年
末
年
始
や
夏
休

み
に
帰
省
す
る
場
所
と
し
て
存
在
し
続
け
て
き
た
。
し
か

し
今
、
そ
の
実
家
の
住
人
で
あ
る
親
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
し
た
ら
…
。

千
葉
ス
カ
イ
セ
イ
ラ
ー
ズ
が
船
出

野
球
独
立
リ
ー
グ
の
新
球
団
発
足

古い建物を売却して地域のニーズに合う新たな開発が進んでいる現場（市内で集合住宅を建築中）


